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令和６（２０２４）年 くまもと県民カレッジ主催講座
「戦争と平和コース 県央の戦争遺産」講演資料

□日 時：令和６年１０月２３日（水）１４：００～１５：３０
□会 場：熊本学園大学、ＫＫＴくまもと県民テレビ 他

「熊本県央の戦争遺産に学ぶ フィールドワーク」 １０／１版

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷和生

１ はじめに ～戦後７９年の諸相～
□戦後世代としての「私の視点」～近現代考古学・戦跡考古学との出会い～
□戦争遺跡保存全国ネットワーク 全国運営委員
□空襲・戦跡九州ネットワーク 事務局長
□平和憲法を活かす熊本県民の会 代表幹事、一般社団法人 くまもと戦争と平和のミュージア
ム設立準備会 理事

２ 熊本県央（熊本市域）の戦争遺産 ～軍都熊本の姿～
（１）大江・渡鹿地区の概要 ※平和継承リーフレット『軍都熊本の残像』
①熊本学園大学「産業資料館」 ※外観のみ
｢旧九州紡績・旧日華護謨株式会社熊本工場｣
□赤煉瓦造・木軸構造、旧軍需工場建物で唯一

②陸軍歩兵第十三聯隊｢食堂・酒保所｣
□熊本学園大学第二体育館として、現在も使用
□熊本地震も生き抜いた建物
□大正期に作られたＲＣ構造建物で、熊本市内の
軍建物で最大規模、唯一現存

□国登録文化財に向けて

③陸軍歩兵第十三聯隊「皇威無窮（こういむきゅう）」碑
□第六師団・十三聯隊が外地戦争「熱河作戦」での
県内に残る、貴重な「満州事変戦勝記念碑」

□３回に亘る移転と語る今の姿

④陸軍歩兵第十三聯隊「正門・脇門」
□国有地・国家公務員住宅移転後、「ＫＫＴくまもと県民テレビ」社屋・建物が移転
□市営住宅・引揚者住宅から、ＭＪＲマンションへ。民間の善意で守られた「正門・脇門」
□地域の象徴としての「陸軍歩兵第十三聯隊正門の保存と継承」、熊本市文化財指定に向け
□熊本の「戦争の歴史」と「平和希求のシンボル」として保存

歩兵第十三聯隊「皇威無窮」碑の碑文
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（２）熊本の「陸軍第六師団、通称は「六しだん」
大日本帝国陸軍の歩兵師団の一つ。人員は約２５,０００名、所在地は熊本-満州-北支-中支-ソロモン

諸島、編成地は熊本、通称号/略称は明、補充担任は熊本師管区である。
第六師団は、1872年（明治5年）に設置された熊本鎮台を母体に1888年（明治21年）5月14日に編

成された師団であり、熊本・大分・宮崎・鹿児島の九州南部出身の兵隊で編成され衛戍地を熊本と
する師団である。なお1940年（昭和15年）には歩兵第47連隊（大分）を第48師団に転用し三単位編
制に改編。

明治・大正期
1894年、日清戦争では山東半島に上陸して威海衛攻略戦に参戦し、日露戦争では当初第2軍に属し

沙河会戦を戦うが、沙河会戦後第4軍に編入され奉天会戦に参戦する。
1910年4月29日、師団司令部留守部を廃止。1916年6月22日、師団司令部が熊本偕行社に移転し、

さらに1917年4月5日、熊本市本丸へ移転した。
1923年（大正12年）から1925年（大正14年）にかけて満州に駐屯し、帰国後、1928年（昭和3年）

4月の第二次山東出兵に参加する。満州事変では1932年（昭和7年）末に動員がかかり熱河作戦に参
戦、さらに中国軍を追って万里の長城まで進出する。

中国大陸戦線
1937年（昭和12年）支那事変（日中戦争）が勃発すると、7月27日には支那駐屯軍隷下となり華北

での作戦に従事し、10月20日には第10軍（司令官：柳川平助中将）隷下となり、第18師団・第114師
団とともに杭州湾に上陸し中国軍の背後からの攻撃にあたり、続いて南京攻略戦に参戦する。
1938年（昭和13年）2月14日に中支那派遣軍隷下となり徐州会戦を、同年7月4日には第11軍隷下と

なり武漢作戦を戦う。この間の昭和13年（1938年）5月15日には、留守第六師団の担当で第106師団が
編成され、同じく第11軍隷下で武漢作戦に参戦する一方、第6師団は快進撃を続け漢口一番乗りを果
たし10月26日に占領する。

太平洋戦線
太平洋戦争開戦後、1942年（昭和17年）11月にソロモン諸島方面の作戦担当の第17軍に編入され

る。当初はガダルカナル島に派遣される予定であったが大本営はガダルカナル島からの撤退を決定、
師団は1943年（昭和18年）初頭にソロモン諸島のブーゲンビル島（Bougainville）南部に進出する。

同年11月、タロキナ地区に連合国軍が上陸し飛行場を建設したため、第6師団を主力とした第17軍は
飛行場奪還を試みるが、1944年（昭和19年）3月の反攻（第2次タロキナ作戦）を最後に組織力消滅。
その後、主戦場がサイパンからレイテ島へと移り、アメリカ軍主力の連合国軍は積極的攻勢には出

なかったもののソロモン諸島の日本軍は兵站を絶たれ、長く兵器弾薬が欠乏し飢餓と疫病に苦しむ（第
2次タロキナ作戦後の歩兵連隊は4,923名（外、戦傷1,787名）、終戦時には1,654名になったという）。
1944年（昭和19年）11月に主力がオーストラリア軍に代わった連合国軍は攻勢に転じ、日本軍主力

のこもるブイン（Buin）地区に迫ったが、壊滅寸前に1945年（昭和20年）8月15日の終戦を迎えた。同
年9月にオーストラリア軍タロキナ基地で降伏文書に調印、南部沖合いのファウロ島（Fauro）に収容さ
れる。

最終所属部隊 ※主要部隊のみ
□歩兵第十三連隊（熊本）
□歩兵第二十三連隊（都城）
□歩兵第四十五連隊（鹿児島）
□野砲兵第六連隊 □騎兵第六連隊 □工兵第六連隊 □輜重兵第六連隊
□第六師団通信隊 □第六師団衛生隊 □第六師団第一野戦病院 他

※本第六師団概要資料はウイキベデア等を基に髙谷作成
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（３）歩兵第十三聯隊の概要

歩兵第十三聯隊配置図と各種の絵葉書
写真（中西写真館）・部隊誌より
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４ 健軍飛行場と三菱重工業熊本航空機製作所
※平和継承リーフレット『健軍飛行場』

①沿革と概要
□「カミク」第九製作所として、三菱重工業熊本航空機製作
所が、1945年4月29日「陸軍四式重爆撃機」進空式

□健軍（熊本）飛行場は、当初三菱製作機の試験飛行場とし
たが、その後大刀洗陸軍飛行学校熊本教育隊、防空部隊
が配備される。

□沖縄特攻、５月２４日「義烈空挺隊」出撃基地となる。
□無蓋掩体壕の発見と消滅

②県下の一次疎開工場・二次疎開工場
□４５年４月学校工場等への「一次疎開」
□その後、６月頃から「二次疎開工場（地下工場）」へ

③学徒生徒による健軍本工場への勤労動員、学校工場への動員
□多くの旧制中学校・高等女学校生徒の動員他
□旧制玉名中学校へ、熊本航空機製作所工機工場機械群製
図班、三菱玉中工場治具製造班、島津製作所九州疎開工場

④戦後の接収と現在
□日本側証言と米海兵隊写真・映像等による接収状況の解明
一部は自衛隊駐屯地としての今

⑤何を未来に伝え、継承するのか
□三菱重工業熊本航空機製作所第二組立工場を伝える！

５ 隈庄飛行場
※平和継承リーフレット『碧空に祈る』『平成２８年熊本地震被災』
①沿革と概要
□大刀洗陸軍飛行学校隈庄分教所・教育隊、沖縄攻撃支援
の飛行第百十戦隊背部基地、特攻機中継基地となる

②三船敏郎様の戦時演劇写真
□本部付け気象班員として、特攻隊員を見送り、敗戦を迎える。

③戦後の接収、オキュパイト写真の発見
□米軍接収状況の解明

④何を未来に伝え、継承するのか
□熊本地震の被災

６ まとめ ～フィールドワーク・ダークツーリズムを
通して何を学ぶのか～

□ダークツーリズム
□戦跡や被災地等を観光対象とした「ダークツーリズム」という視点
□「人類の悲しみを継承し、亡くなった方を共に悼む旅」として、既に
国際的に定着した概念

□日本が近代化する過程での「ゆがみやひずみ」が如実に現れた
地域であり、近現代史を多面的に学ぶことができる文化遺産

□日本では、広島・長崎の被爆地や沖縄戦跡への、小・中・高校
生の修学旅行や一般の方々の学ぶ旅行としても定着

□史実に込められた「歴史の重み」、昭和の歴史の教訓

□一人ひとりが戦争遺跡・遺産と向き合い「語り手」
「継承者」として語り継ぐ
①戦争遺跡の調査、保存、継承・活用
②戦争遺跡・遺産は、貴重な歴史資料として

「国民共有の財産“文化財”」
③庶民の戦時資料の調査と継承は「地域協働の平和学」
④広島「被爆体験伝承者」と長崎「平和案内人」による「非当事者による語り」での継承

連 絡 先
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表
平和憲法を活かす熊本県民の会 代表幹事 髙谷 和生

Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
ＨＰ ＵＲＬ https://www.kumamoto-senseki.net/

□敗戦後の健軍飛行場「飛龍」
米海兵隊接収写真

□玉中工場使用の三菱配給品

□三船敏郎の戦時演劇写真
□隈庄飛行場オキュパイト写真
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［ 参考 １ ］


